
 

博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 

 

博士論文内容の要旨 

 自閉症スペクトラム症（ASD）児における意味ネットワークの拡がりを、非言語刺激

（nonobject）を用いて測定した。大学生 82 名を対象とした成績を米国における報告と比較

し、共通性とともに文化差も見いだされた。言語性語想起課題の想起語数と nonobject 課題の

想起語数とは相関した。ASD 児を対象とした検討では意味ネットワークの広がりにくさ、伝播

の抑制困難などが確認された。以上、nonobject 課題の意味ネットワーク測定法としての妥当

性が確認された。 

博士論文審査結果の要旨 

 審査会では nonobject 課題の背景となる概念とし意味ネットワーク、意味的隣接語、語想起

課題と nonobject 課題の測定内容の相違を取り上げ、その操作的定義について確認した。ま

た、ASD 児における反応特徴の解釈を確認した。以上より、nonobject 課題は新規性と臨床的有

用性を有すると高く評価した。 
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